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議

政
府
は
、
行
政
の
運
営
を
担
う
国
家
公
務
員
一
人
一
人
の
職
員
が
そ
の
能
力
を
高
め
つ
つ
、
国
民
の
立
場
に
立
ち
、
責
任
を

自
覚
し
、
誇
り
を
持
っ
て
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と
と
す
る
た
め
、
国
家
公
務
員
制
度
改
革
を
推
進
す
る
に
当
た
り
、
次
の
事
項

に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
国
家
公
務
員
制
度
改
革
の
基
本
理
念
に
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
資
す
る
」
こ
と
を
加
え
た
こ
と
を
念
頭
に
置

き
、
今
後
、
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

二
、
政
治
主
導
を
強
化
す
る
と
い
う
本
法
案
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
、
国
家
戦
略
ス
タ
ッ
フ
及
び
政
務
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
は
相

当
数
の
人
材
を
登
用
し
得
る
よ
う
に
制
度
設
計
す
る
と
と
も
に
、
内
閣
官
房
副
長
官
、
内
閣
官
房
副
長
官
補
、
内
閣
総
理
大

臣
補
佐
官
等
の
増
員
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

三
、
職
員
、
特
に
幹
部
職
員
及
び
管
理
職
員
の
任
用
に
つ
い
て
は
、
縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
排
除
し
、
国
際
社
会
の
中
で
国
益

を
全
う
で
き
る
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
内
閣
の
人
事
管
理
機
能
を
強
化
し
、
公
募
等
も
活
用
し
、
行
政
機
関
の
内
外
か
ら

多
様
か
つ
高
度
な
能
力
及
び
経
験
を
有
す
る
人
材
の
登
用
に
努
め
る
こ
と
。



四
、
幹
部
職
員
の
任
用
及
び
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
本
法
案
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
任
命
権
者
で
あ
る
大
臣
並
び
に
内
閣
総
理
大

臣
及
び
内
閣
官
房
長
官
が
密
接
に
協
議
し
て
行
う
よ
う
努
め
る
こ
と
。

五
、
内
閣
の
一
元
的
人
事
管
理
機
能
の
強
化
の
た
め
の
内
閣
官
房
へ
の
他
の
行
政
機
関
の
機
能
の
移
管
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の

機
能
を
実
効
的
に
発
揮
さ
せ
る
よ
う
十
分
に
配
慮
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
人
事
院
が
人
事
行
政
に
関
し
担
っ
て
き
た
役
割
を

念
頭
に
置
き
、
人
事
行
政
の
中
立
公
正
性
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

六
、
職
員
が
国
会
議
員
と
接
触
し
た
場
合
の
記
録
の
作
成
、
保
存
そ
の
他
の
管
理
及
び
そ
の
情
報
の
公
開
に
当
た
っ
て
は
、
接

触
内
容
の
性
質
に
応
じ
た
適
切
な
記
録
の
作
成
、
保
存
、
公
開
等
の
基
準
を
定
め
、
本
制
度
が
実
質
的
に
有
効
か
つ
円
滑
に

機
能
し
、
国
民
に
開
か
れ
た
公
正
か
つ
民
主
的
な
行
政
の
推
進
に
資
す
る
よ
う
制
度
を
設
計
す
る
こ
と
。

七
、
キ
ャ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
の
廃
止
が
法
制
定
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
職
員
の
人
事
管
理
が
採
用
試
験
の
種
類
に
と
ら

わ
れ
て
は
な
ら
な
い
旨
の
規
定
を
完
全
に
実
施
す
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
行
う
こ
と
。

八
、
幹
部
候
補
育
成
課
程
の
整
備
及
び
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
同
課
程
が
現
行
キ
ャ
リ
ア
制
の
追
認
的
制
度
と
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
し
、
特
に
そ
の
期
間
、
内
容
等
が
硬
直
的
な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
公
務
員
が
憲
法
第
十
五

条
第
二
項
に
規
定
す
る
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
課
程
対
象
者
に
特
権
的
意
識
を
持
た
せ
る
も
の
と
な
ら
な

い
よ
う
研
修
等
に
お
い
て
十
分
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。



九
、
官
民
人
材
交
流
の
推
進
等
の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、
公
務
員
が
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
の

公
正
性
及
び
手
続
き
の
透
明
性
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

十
、
国
際
社
会
の
中
で
国
益
を
全
う
し
得
る
高
い
能
力
を
有
す
る
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
に
当
た
っ
て
は
、

海
外
に
お
け
る
滞
在
経
験
あ
る
い
は
生
活
経
験
の
み
を
評
価
す
る
こ
と
な
く
、
幅
広
い
視
野
と
長
期
的
な
視
点
を
持
つ
人
材

を
確
保
し
、
育
成
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

十
一
、
人
事
評
価
に
当
た
っ
て
は
、
所
属
す
る
各
府
省
間
あ
る
い
は
部
門
間
に
よ
っ
て
不
均
衡
が
生
じ
な
い
よ
う
、
で
き
う
る

限
り
公
平
に
行
う
こ
と
。

ま
た
、
守
秘
義
務
違
反
等
に
対
す
る
懲
戒
処
分
の
適
正
か
つ
厳
正
な
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
公
益
通
報
者
保
護
法
の
趣
旨

を
念
頭
に
置
き
、
行
政
内
部
に
不
祥
事
が
隠
ぺ
い
さ
れ
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

十
二
、
職
員
に
対
す
る
各
府
省
の
再
就
職
あ
っ
せ
ん
を
行
わ
な
く
す
る
こ
と
に
併
せ
、
定
年
の
引
上
げ
、
再
任
用
制
度
の
活
用

の
拡
大
等
、
勤
務
環
境
を
早
急
に
整
備
す
る
こ
と
。
と
り
わ
け
、
定
年
の
六
十
五
歳
へ
の
段
階
的
な
引
上
げ
に
つ
い
て
は
早

急
に
検
討
を
進
め
、
法
制
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

十
三
、
国
民
の
理
解
の
も
と
に
、
国
民
に
開
か
れ
た
自
律
的
労
使
関
係
制
度
を
措
置
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
本
法
第
四
条
の
規

定
に
則
り
こ
れ
を
行
う
こ
と
。

十
四
、
国
家
公
務
員
制
度
改
革
推
進
本
部
の
事
務
局
長
そ
の
他
の
事
務
局
体
制
を
整
備
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
民
間
人
登
用
を



含
め
公
務
内
外
の
人
事
管
理
制
度
に
関
し
識
見
を
有
す
る
人
材
の
配
置
に
努
め
る
こ
と
。

十
五
、
縦
割
り
行
政
の
弊
害
を
排
除
す
る
た
め
、
各
省
設
置
法
の
体
系
を
見
直
し
、
行
政
組
織
編
成
を
弾
力
的
に
行
い
得
る
制

度
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


